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Fig. 1.Contrast-enhanced CT image revealed a mass
located on the left wall of the urinary
bladder.
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An 81-year-old male was referred to our department with a tumor in the left wall of the urinary bladder,

which was detected by contrast-enhanced abdominal computed tomographic scan (CT), incidentally.

Cystoscopy revealed a smooth non-papillary tumor. The patient underwent transurethral resection (TUR)

of tumor. An immunohistochemical study showed the tumor cells positively stained for chromogranin A,

synaptophysin, CD56, and Ki67. The Ki67 index of the tumor was ＞0.5%, which confirmed the diagnosis

of a pure carcinoid tumor. There was no recurrence of bladder tumor and no metastasis after the primary

treatment.

(Hinyokika Kiyo 68 : 53-57, 2022 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_68_2_53)
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緒 言

膀胱腫瘍の組織型では，尿路上皮癌（移行上皮癌）

が最も多く90％超を占める．カルチノイド腫瘍は神経

内分泌細胞から発生する腫瘍であり，原発部位として

は消化管や肺，気管支に多く発生し，膀胱原発とする

カルチノイドは非常に稀である．今回われわれは，原

発性膀胱カルチノイドの 1例を経験したので報告す

る．

症 例

患 者 : 81歳，男性

主 訴 : なし

家族歴 : 父 胃癌，姉 脳腫瘍

既往歴 : 胃癌（幽門部胃切除 74歳），脳梗塞（75

歳），心筋梗塞（75歳），胆石手術（76歳），右大腿骨

頸部骨折（80歳）

現病歴 : 胃癌術後 7年の定期フォローアップの造影

CT で膀胱左側壁に腫瘤を指摘され当科紹介受診．

外来で施行した検査を以下に示す．

検査所見 : RBC 4.39×106/μl，Ht 37.6％，Hb 12.0

g/dl，Plt 22.8×104/μl，WBC 5,360/μl，TP 6.5 g/dl，

Alb 3.6 g/dl，BUN 17 mg/dl，Cre 0.88 mg/dl，eGFR

63.2 ml/min/1.73 m2，T-bil 0.56 mg/dl，Na 142 mEq/

l，K 4.0 mEq/l，AST 21 U/l，ALT 15 U/l，LDH 120

U/l，ALP 202 U/l，CRP 0.04 mg/dl，HbA1c 5.6％，

CEA 4.4 ng/ml，CA19-9 16.0 U/ml

尿定性 比重 1.020，pH 5.5，尿沈渣 RBC ＜1/

HP，WBC ＜1/HP，扁平上皮 ＜1/HP

尿細胞診 class I

腹部骨盤造影 CT : 膀胱左側壁に造影効果のある腫

瘤あり．他リンパ節腫大や転移を疑う所見なし（Fig.

1）．
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Fig. 2. Pelvic T2 weighted MRI (coronal section)
revealed a solitary tumor 5 mm in diameter
on the left wall of the urinary bladder with
no interruption of the submucosal layer.
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Fig. 3. Cystoscopy revealed a 5 mm surface-
smooth non-papillary tumor on the left wall
of the urinary bladder.
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Fig. 4. a. Biopsy of tumor (Hematoxylin-eosin, ×
4). b. Hematoxylin-eosin, ×10. The tu-
mor had a small nucleus and grew like an
alveolar.

骨盤MRI : 膀胱左側壁に 5 mm 大の膀胱腫瘍あり，

明らかな筋層浸潤はなし（Fig. 2）．

膀胱鏡検査 : 膀胱左側壁に表面平滑な非乳頭型の隆

起性病変を認めた（Fig. 3）．

上記より，膀胱腫瘍の疑いにて，手術目的に当科入

院となった．

入院時現症 : 身長 158 cm，体重 48 kg，他特記すべ

き所見なし

手 術 : 膀胱腫瘍に対して全身麻酔下にて TURBT

を施行．膀胱左側壁に既知の病変を認め，生検ののち

切除を施行した．

病理組織診断 : HE 染色では，小型の腫瘍細胞が胞

巣状に増生し，N/C 比の低い小型の核を有した顆粒

状の細胞質を示しており，毛細血管に富んでいた

（Fig. 4）．免疫染色では chromogranin A，synapto-

physin，CD56，Ki67 染色が陽性，Ki67 染色の陽性率

は＜0.5％であり（ 2％以下）（Fig. 5），pure なカルチ

ノイドと診断した．

術後経過 : 術後経過は良好で術後 3日目に尿道カ

テーテル抜去し退院となった．

退院後経過 : 術後は悪性腫瘍に準じて， 3カ月ごと

の膀胱鏡フォローアップを行い，再発および転移所見

なく経過した．最終的に，手術 2年 3カ月後に外傷性

クモ膜下出血，急性硬膜下血腫，脳挫傷にて死亡し

た．

考 察

カルチノイド腫瘍は神経内分泌細胞から発生する腫

瘍であり，1907年に Oberndorfer により小腸腫瘍とし

て初めて報告された1)．消化管，膵および肺，気管支

に好発するが，膀胱原発はきわめて稀である．

もともとカルチノイドは，内分泌細胞を起源とする
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Fig. 5. a. Immunohistochemistry for Chromogranin-A. b. Immunohistochemistry for Synaptophysin. c.
Immunohistochemistry for CD56. d. Immunohistochemistry for Ki67 index ＜0.5％.

腫瘍として一括に分類されていたが，分化度によって

予後に違いがあることから，2000年の消化管 WHO

病理組織学的分類（WHO分類）の改訂では，カルチ

ノイドという名称から，高分化型内分泌腫瘍

（WDET），高分化型内分泌癌（WDEC），低分化型内

分泌癌（PDEC）へと分類がなされた．さらには2010

年に，高分化型の neuroendocrine tumor（NET），低分

化型の neuroendocrine carcinoma（NEC）に大別され，

NET は核分裂像および Ki67 をもとに G1，G2 へと

分類するよう変更がなされた．

膀胱のカルチノイドに関しては，2016年の泌尿器系

および男性生殖器の WHO 分類で，膀胱の神経内分

泌腫瘍を小細胞癌，大細胞癌，高分化型内分泌腫瘍

（カルチノイド），傍神経節腫の 4 つに分類している

が2)，いずれも稀であり膀胱腫瘍全体の 1％にも満た

ない．

組織学的には他部位のカルチノイド腫瘍と同様であ

り，腫瘍細胞が充実性，索状，ロゼット状，腺房状胞

巣などの特徴的な構造に配列し，毛細血管に富む繊細

な間質を伴い，充実性の腫瘍塊を形成して増殖する．

また膀胱のカルチノイドは，cystitis cystica および

cystitis glandularis を伴うことが多いとされている3)．

好発部位は，膀胱三角部と頸部であり，血尿を初発

症状とすることが多い．小径で非腫瘍性の尿路上皮に

て覆われるため，尿細胞診は陰性になることが多く，

本症例でも陰性であった．また，他の部位で認めるよ

うなカルチノイド症候群はあまり認めない．

膀胱原発のカルチノイドは1980年に Colby らによっ

て初めて報告され4)，以降少しずつ報告が蓄積されて

いる．2011年には Chen らが pure な膀胱カルチノイ

ド13例を5)，本邦では2016年に森岡らが18例の膀胱カ

ルチノイドの症例を集計し報告している6)．英文文献

および国内の学会抄録などから詳細のわかる pure な

膀胱カルチノイド症例を集計し，本症例も加えたとこ

ろ現在25例の症例が確認できた4~23)．年齢は30∼83歳

（中央値64歳），男女比は 18 : 7 と男性に多く，血尿

エピソードを認めた症例が14例，腫瘍サイズは 2∼28

mm（中央値 7.5 mm），腫瘍の発生部位は，膀胱頸部

11例，三角部 6例であり，やはり頸部から三角部に多

く認める傾向があった（Table）．

治療は一般的に経尿道的な腫瘍切除が行われる．

25％以上の症例で遠隔転移などを認めるとされている
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Table. Reported cases of pure carcinoid tumor of the urinary bladder

年 報告者 年齢 性別 主訴 大きさ（mm) 部位

1980 Colby 30 男 血尿 3 頸部

1985 原 59 男 血尿 不明 不明

1992 Walker 62 女 血尿，頻尿 12 三角部

〃 Burgess 61 女 血尿 3 三角部

1994 Stanfield 54 女 血尿，排尿障害 9 頸部

1997 酒本 64 男 血尿 20 右尿管口-三角部

2000 針山 73 男 不明 15 後壁

2002 Sugihara 73 男 なし 10 後壁

2003 Martignoni 69 男 血尿 3 頸部

〃 〃 47 男 血尿 7 後壁-頸部

2005 Mascolo 68 男 血尿 4 頸部

〃 神戸 68 男 なし 不明 後壁

2011 Chen 60 女 血尿 2 尿管口部

〃 〃 49 女 血尿 3 頸部

〃 〃 45 男 なし 2 頸部

〃 〃 58 男 血尿 6 三角部

〃 〃 60 男 なし 4 頸部

2012 Kaplan 71 女 なし 28 三角部

〃 Zozumi 72 男 なし 8 三角部

2013 田上 56 男 なし 10 右側壁

2014 二口 79 男 下腹部不快感 10 頸部

2015 上田 83 男 血尿 5 左尿管口部

2017 Mondal 52 男 残尿感，頻尿，夜間頻尿 7 頸部

2018 Warncke 83 女 血尿，排尿障害 25 頸部

2020 Present 81 男 なし 5 左側壁

が24)，これは以前の小細胞癌や腺癌など他の癌成分

が混在したものが含まれた統計に基づいており，これ

までの pure なカルチノイドの症例報告では転移を認

めた症例は殆どない．よって予後は良好であると推測

されるが，長期予後などの検討はなく，今後さらなる

症例の蓄積が必要であると考える．

結 語

膀胱原発カルチノイドという稀な 1例を経験した．
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